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研究成果の概要（和文）：　本研究は、データ可視化や語彙の出現頻度といった量的分析を用いて、19世紀イギ
リス詩・演劇作品にみられる過去の作品からの影響と中東趣味の影響について、フランス革命やグローバル化と
いった変容する時代に特有と思われる文学的傾向を模索した。過去の作品の影響として、17世紀の作品ミルトン
の『失楽園』が19世紀のコールリッジの詩にどう影響を与えているか、また中東趣味の影響としてベックフォー
ドの『ヴァセック』がバイロンの詩にどう影響を与えているかを、共通する語の分布に着目して調査した。

研究成果の概要（英文）：This study examines the influence of previous texts and oriental texts in 
nineteenth-century English Romantic texts, and explores specific literary trends in the changing era
 of the French Revolution and globalism. The study examines the distribution of common words to show
 how Milton's seventeenth-century text, Paradise Lost, influenced Coleridge's nineteenth-century 
texts, and how Beckford's oriental text, Vathek, influenced Byron's poems.

研究分野：英文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の目的は、19世紀イギリス・ロマン派という文学の一潮流を量的分析によって俯瞰して大局をつかむこと
であった。イギリス文学研究では、作品間の影響を調べることが一つの大きな研究テーマである。テクストや歴
史的事実などの外部情報をもとに研究者の緻密な読みをもとに影響を考察する方法が一般的であるが、本研究で
はデジタル・ヒューマニティーズの手法を用いて、量的な数字を用いて影響を考察した点が新しい。用語の出現
頻度と分布を量的に計算することで、過去の17世紀の詩や多文化に属する東洋趣味の作品が19世紀の作品に伝播
する様子を俯瞰することができ、質的分析へとつなげたことが本研究の学術的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
19世紀イギリス・ロマン派の時代の詩や演劇作品は、激動する時代や社会の変革を背景として、
過去あるいは他の文化に属する様々な文学作品の影響を受けて独自の文学的潮流を作り上げた。
特に、過去あるいは多文化と 19世紀ロマン派の時代のテクスト間における詩の影響についての
研究はこれまで様々に試みられている。本研究は、こうした影響を、詩の持続可能性と多文化共
生という観点をキーワードとして、単語の頻度やデータ可視化を援用した量的分析を用いて探
求しなおすものである。Lowes(Xanadu)、Magnuson(Lyrical)等の示した原典研究、剽窃、影響、
間テクスト性、詩的対話、詩人間の交流からなる影響を、本研究で詩の持続可能性と呼ぶ詩的空
間の時間的文学的広がりの中で捉えなおし、また影響を"symbiosys"(McFarland “Symbiosys”)
といった詩人どうしの共生や"conviviality"(イリイチ 『コンヴィヴィアリティ』)といった社会
における共同体の構築のダイナミズムという観点でとらえることで、多文化共生による文学上
の共同体という文学作品のダイナミズムをみることが、研究開始当初の背景である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、データ可視化および語彙の出現頻度といった量的分析を用いて、19 世紀イギ
リス詩・演劇作品にみられる他の時代や文化圏に属する作品の影響を、詩の持続可能性と多文化
共生という観点から考察し、フランス革命やグローバル化といった変容する時代に特有と思わ
れる文学的傾向を模索するものである。過去の作品が 19世紀ロマン派の作品の中にどのように
影響を与えているか、また他の文化圏に属するテクストが 19世紀ロマン派の作品にどう表され
ているかといった大局的な概要をみることで、詩的空間を時間的広がりの中でとらえなおし、ま
た共同体が構築されるダイナミズムを捉えることで、19 世紀イギリス・ロマン派研究に新しい
知見をもたらそうとした。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究の方法は、データ可視化および語彙の出現頻度といった量的分析に基づき、質的分析
すなわちテクストの読みにつなげることで、19 世紀イギリス・ロマン派という文学の一潮流を
俯瞰して大局をつかむことである。詩の持続可能性の影響の研究においては、17 世紀詩人ジョ
ン・ミルトンの『失楽園』という過去の作品とサミュエル・テイラー・コウルリッジの諸作品と
いう 19世紀ロマン派の詩人の作品群との間で、用語の出現頻度を tf-idfにより重み付けし、用
語文書行列を作成してコサイン類似度をとることで、過去と 19世紀ロマン派の作品間の類似度
を調べた。過去の作品がどの程度 19世紀ロマン派の作品群と似通っているかをみることで、影
響の分布の度合いを示した。その際、各作品の読解を通じて、影響があるといわれてきた作品の
みならず、新規に影響が見出された作品があることを確認した。 
(2) 多文化共生の影響の研究においては、中東趣味において 19 世紀ロマン派の作品に多大な
影響を与えたとされる作品であるウィリアム・ベックフォードの『ヴァセック』[Vathek and 
Other Stories]およびイナーヤトゥッラーの『バハーリ・ダーニシュ』[Bahar-Danush or, Garden 
of Knowledge]を起点として、『ヴァセック』や『知識の春』にみられるペルシア語由来の語彙を
用いて、ジョージ・ゴードン・バイロンおよびトマス・モアの諸作品との間にみられる用語の重
なりを、用語の出現頻度間でコサイン類似度をとることで選び示すことで、他の文化圏に属する
テクストが 19世紀ロマン派のテクストに現れるさまを概観し、中東趣味の文学共同体が構築さ
れるダイナミズムを考察した。 
 
４．研究成果 
(1) 橋本(『失楽園』)において、コウルリッジの諸作品にみられるミルトンの『失楽園』の影
響について、詩作品の類似度を可視化するという量的方法で解釈を試みる失楽園』らしさと『失
楽園』すべてという基準を用いて、コサイン類似度による表とグラフを使用して、『失楽園』と
コウルリッジの詩作品への影響について、類似度を可視化して量的方法による分析と質的な解
釈を試みた。結果として、「去りゆく年へのオード」、「シャモニー谷にて夜明け前の賛歌」、「極
みにあるもの」、「宗教的瞑想」、「独り居ていだく不安」、「失意のオード」、「さよなき鳥－会話詩」 
といった、コウルリッジの少なくとも 17 の詩に『失楽園』の影響がみられた。新たに影響があ
ると解釈される作品が認められるとともに、コウルリッジが創作活動を行った時期全般にわた
って『失楽園』が色濃く反映されていることがわかった。 
詩的持続可能性という点から、過去の詩がどのように 19世紀ロマン派の作品に影響を与える
かという点をみると、詩人の創作活動の全般にわたって強く影響を与えているということがで
きるだろう。このような分析によって、テクストを精読して解釈する文学研究に、数字を用いテ
クスト群全体を俯瞰するという新しい視点を提供したといえる。 
(2) 橋本(『ヴァセック』; 『ムア』)において、バイロンの諸作品にみられる『ヴァセック』
の影響と、ムアの諸作品にみられる『バハーリ・ダーニシュ』の影響を、語彙の重なりを用語の
出現頻度間でコサイン類似度をとって選び示すことで、19 世紀ロマン派の作品におけるペルシ



ア語の影響を語彙の分布の観点および質的な読みの解釈を通して調べた。バイロンの 18 件の詩
にみられる『ヴァセック』の影響は、長編詩が選び示される可能性が高いこと、一時期を除き文
化の外部のものとしての目で描かれていることがわかった。またムアの 50 件の詩にみられる『バ
ハーリ・ダーニシュ』の影響は、広範にわたる多文化の影響を示し、東洋の言葉が異質な他者を
示すために、またすでに自明のものとなった自国の文化を示すために用いられていることがわ
かった。 
 多文化共生という観点から文学共同体のダイナミズムを考えてみると、多文化の用語が外国
語のまま英語圏に導入され、かつ「ペリ」といった一部の語句は明らかに多文化由来であるもの
の自国の文化に自明のものとして取り入れられていることがわかる。本研究における量的分析
を通して、東洋の文化が当初異国情緒を示す外国語として導入され、一部はそのまま自国の文化
に取り入れられていくその過程をみることができたといえる。 
(3) 上記二つの研究は、詩的持続可能性と多文化共生という観点からテクストの遠読を行い、
19 世紀ロマン派の作品におけるある潮流を俯瞰する研究であった。文学の影響研究においてよ
り期待されるのは、テクスト間の内容的な影響を調べる量的研究手法であろう。そこで橋本
（”Borderers”）において、ワーズワスとコウルリッジの劇詩における互いの影響を、詩行を
細かく分け、テクスト群の用語文書行列のコサイン類似度を計算する手法で、選び示す研究を行
った。その結果、いくつかの似通う詩行が選び示され、質的な解釈をふまえて、影響あるテクス
トとして確認ができた。このような手法は今後の量的手法を用いた影響研究に、遠読から精読へ
と向かう新規の知見をもたらすものである。 
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